
算数 〈一問入魂〉 標準校コース 目安 10 分 20 点

1 「配る」ときの、あまりとたりない数を考えます。

ものを配ったり、席にすわったりする場面についての3つの問いです。配り方を2通り考えたとき、「あま

る数」と「たりない数」がどうなるかに目をつけましょう。

(1) 子どもたちにみかんを配ります。1人に5個ずつ配ると13個あまり、1人に8個ずつ配ると5

個たりません。みかんは全部で何個ありますか。

6点

計算用

(2) 生徒が、同じ大きさの長いすにすわります。1脚に4人ずつすわると、すわれない生徒が14

人います。1脚に6人ずつすわると、最後の1脚だけは2人になり、ほかの長いすはすべて6

人ずつすわります。長いすは何脚ありますか。また、生徒は何人いますか。

6点

…

(1脚に4人ずつすわるようす)

長いすは、すべて同じ大きさ

(図は4人ずつすわったようす)

計算用

(3) 男子と女子あわせて16人に、あめを配ります。

Aの配り方: 男子に8個ずつ、女子に5個ずつ配ると、あめは5個あまります。

Bの配り方: 男子に10個ずつ、女子に6個ずつ配ると、あめは20個たりません。

男子は何人いますか。また、あめは全部で何個ありますか。

(ヒント: AからBに変えたとき、あめがふえた分を、男子と女子に分けて考えましょう。)

8点

計算用

答え (1) (2) (3)

ちりつもドリル 算数 ― 一問入魂
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